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          一般財団法人長崎県住宅・建築総合センター 

お知らせ（省エネ関係） 

 

1. 一次エネルギー計算における主たる居室等の床面積算定について 

建築物省エネ法の一次エネルギー計算における「主たる居室の床面積」、「その他の

居室の床面積」及び「非居室の床面積」について、令和 8年 10月 1日より小数点以下

の端数処理の取扱いを建築基準法上の扱いに従って算出することになります。 

   なお、経過措置として令和 8年 12月末までに申請するものについては、従来どお

りの端数処理方法でも計算可能です。 

また、外皮面積計算は引き続き、四捨五入での端数処理のままですのでご注意くだ

さい。 

 

【従来】小数第 3位以下を四捨五入し、小数点以下 2桁で入力 

【今後】小数第 3位以下を切り捨てし、小数点以下 2桁で入力 

 

  

2. 土間床等の外周部の線熱貫流率の算定方法について 

   基礎断熱の場合の基礎及び土間床等の外周部の熱損失の評価方法が、令和 8年 11

月 1日より従来の「土間床等の外周部の熱損失及び基礎壁の熱損失を一体として評価

する方法」は使用できなくなります。 

今後は、現行の「土間床等の外周部の熱損失と基礎壁の熱損失は別々に評価する方

法」で線熱貫流率を算定ください。 


